
【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

3－2－1 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

566,000 566,000 566,000 1,698,000 416,000 416,000 1,248,000 416,000 416,000 416,000 416,000 1,664,000 4,610,000

566,000 566,000 416,000 1,548,000 348,000 416,000 1,180,000 416,000 416,000 416,000 416,000 1,664,000 4,392,000

492,000 536,000 408,000 1,436,000 166,000 314,000 836,000 330,000 268,000 198,000 796,000 3,068,000

566,000 566,000 566,000 1,698,000 416,000 416,000 1,248,000 416,000 416,000 416,000 416,000 1,664,000 4,610,000

566,000 566,000 416,000 1,548,000 348,000 416,000 1,180,000 416,000 416,000 416,000 416,000 1,664,000 4,392,000

492,000 536,000 408,000 1,436,000 166,000 314,000 836,000 330,000 268,000 198,000 0 796,000 3,068,000

講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△218千円

講師謝礼が不要な
講師を招聘したこ
となどによる。
３月補正
△74千円

市民大学講演会
の講師謝礼が安
価でできたため
３月補正
△34千円

執行残 市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△102千円

市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△86千円

市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△148千円

実績との比較
（増減理由）

予算計上額 416,000

予算計上額

実　績　額 356,000

事 業 費 合 計 計　画　額

市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△60千円

予算計上額

実　績　額

市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△182千円

実　績　額

地 方 債 計　画　額

公民館閉館によ
る開催回数の減

文化振興事業交
付金移行分の減
△150千円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額 前年度同額前年度同額

一 般 財 源 計　画　額 416,000

416,000

実　績　額

前年度同額 前年度同額前々年度同額前年度同額

416,000

計　画　額

予算計上額

実　績　額 356,000

事業費予算の
内容

講師謝礼

予算計上額

そ の 他 計　画　額

実　績　額

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

予算計上額

道 費

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

目的
(何のために実施する
のか）

地域課題や市民の学習ニーズに対応した講座・教室・講演会を開設して、継続的学習を行う新規グループ・サークルの
設立や既存グループ・サークルの活性化を図りながら、誰もが経済力等の境遇に左右されることなく公平に学ぶことの
できる機会を確保し、地域課題の解決、市民の教養の向上や技術の習得につなげる。

地域課題や市民の学習ニーズに対応した講座・教室・講演会を企画し、広報すながわ・オアシス通信・パンフレット等
により受講案内をし、申し込みについては公民館窓口又は電話等で受け付ける。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

公民館開設以来、各種の講座、教室などを開催している。
その内容は教養や健康・生活・技能など多岐にわたり、毎年内容の見直しを行いながら現在に至っている。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

一般市民
講座・教室・講演会にできるだけ多くの市民に参加してもらうことにより、地域課題の解決、市民の教養の向上や技術
の習得の機会が確保される。

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 公民館主催事業 昭和　56　年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－2－3 社会教育課文化学習係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 15 15 15 15 15 15 15 15 15

実績値 12 17 15 11 16 14 13 16

計画値 189 187 185 181 179 176 174 172 170

実績値 218 212 255 253 438 377 299 344

達成されている 達成されている 達成されている

上がっている 変わらない 変わらない

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 普通である 普通である 普通である

自己分析：
講座等の開催回
数は計画値を下
回っているが、
受講者数は対前
年度比で213人
に対して218人
と５人程度増加
しており、成果
指標でも計画値
を上回ってい
る。また、受講
者からの評価も
高いため

自己分析：
事業指標につい
ては計画値を上
回っている。ま
た、受講者アン
ケートの内容も
評価が高かっ
た。しかし、前
年度と比較する
と受講者数が減
少している。

自己分析：
事業の実施回数
は計画どおり実
施。受講者数も
増加している。
受講者アンケー
トの内容も評価
が高く、事業実
績は上がってい
る。

判断理由：
目標値を187人
としていたとこ
ろ、212人で目
標を上回ってお
り、受講生数は
前年度より減少
したため。

自己分析：
事業実施回数
は、計画値を下
回っている。ま
た、受講者数は
若干減少してい
る。公民館閉館
の影響はある。
受講者アンケー
トの満足度は高
い。講師、テー
マ、内容によ
り、受講者数の
ばらつきが生じ
る。

自己分析：
事業の実施回数
は計画値を若干
上回っている。
また、受講者数
も増加してい
る。受講者アン
ケートの内容も
評価が高く、事
業実績は上がっ
ている。

判断理由：
受講者数目標値
は、上回ってい
る。事業実施回
数が受講者の増
減の直接要因で
はないと考え、
判断したため。

自己分析：
事業の実施回数
はほぼ計画値ど
おりとなってい
る。受講者数に
ついては減少傾
向ではあるが、
計画値を上回っ
ていて、受講者
アンケートの内
容は評価が高い
ことからも、事
業実績は一定程
度上がってい
る。

自己分析：
事業の実施回数
は計画値を下
回っている。受
講者数について
は減少傾向では
あるが、計画値
を上回ってい
て、受講者アン
ケートの内容は
評価が高いこと
からも、事業実
績は一定程度上
がっている。

自己分析：
事業の実施回数
は計画値を若干
上回っている。
また、受講者数
も増加してい
る。受講者アン
ケートの内容も
評価が高く、事
業実績は一定程
度上がってい
る。

自己分析： 判断理由：
受講者数目標値
は、上回ってい
る。事業実施回
数が受講者の増
減の直接要因で
はないと考えた
ため。

今後の方向性 縮小 現状のまま継続 現状のまま継続

H28：
　公民館以外でも、多種多様な学習機会の提供がされており、現状
を維持する方向で主催事業を進める。受講者アンケート等を参考に
しながら、効果的な事業推進を図る。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

自己分析：
事業実施回数
は、下回ってい
るが、受講者数
は増加してい
る。
受講者アンケー
トの満足度は高
い。内容的に
は、体験型の講
座が好評であ
る。

事業の効率性
(事業費に対する成果)

277

H30：
　公民館主催事業以外にも、多様な主体な学習機会の提供がされているが、社会教育法に定める公民館
の目的のため、現状を継続する方向で主催事業を進める。受講者アンケート等を参考にしながら、効果
的な事業推進を図る。受講者アンケートの満足度は高い。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
　公民館だけではなく、多様な主体による学習機会の提供を促すこ
とにより、より効果的な事業の推進を図ることができると考えられ
ることから、主催事業を縮小する。

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回 ）

15

10

成果指標１
（単位/人 ）

183

指標名：公民館講座等受講者数 指標の求め方：公民館講座等受講者数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：公民館講座等実施回数 指標の求め方：年度内に実施した市民大学講演会、公民館講座、公民館教室の開催回数

成果指標１（「成果」をもとに設定）



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

新規 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 12,000 12,000 12,000 12,000 48,000 48,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 6,000 6,000 6,000 6,000 24,000 24,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 25,000 25,000 25,000 25,000 100,000 100,000

0 0 0 0

0 0 0 0

49,000 49,000 98,000 51,000 51,000 153,000 8,000 8,000 8,000 8,000 32,000 283,000

0 51,000 51,000 51,000 51,000 153,000 51,000 51,000 51,000 51,000 204,000 408,000

0 8,000 8,000 50,760 50,760 152,520 50,920 50,760 50,534 152,214 312,734

0 49,000 49,000 98,000 51,000 51,000 153,000 51,000 51,000 51,000 51,000 204,000 455,000

0 0 51,000 51,000 51,000 51,000 153,000 51,000 51,000 51,000 51,000 204,000 408,000

0 0 8,000 8,000 50,760 50,760 152,520 50,920 50,760 50,534 0 152,214 312,734

消耗品費消耗品費消耗品費会場借上料会場借上料 消耗品費消耗品費消耗品費消耗品費

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

目的
(何のために実施する
のか）

公民館グループ・サークルと連携し、公民館へ来館が困難な市民に対して学習機会を提供できるようにし、公民館グ
ループ・サークルの学習成果の地域還元をすることによるグループ・サークルの活性化を促すとともに地域における学
習機会を確保する。

公民館グループ・サークルで活動している人材が主体となり、市内東・南・北地区コミュニティセンターあるいは地域
から要請があれば町内会館等で講座を開催することに関する必要な調整を行う。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

公民館への来館が困難な市民
公民館に来ることが困難な市民が身近な場所で学習機会があることを知ることにより学習活動に取り組む市民が増加す
る。また、公民館グループ・サークルの学習成果を地域還元することを通して新規会員が加入するなどのグループ・
サークルの活性化が図られる。

事業性質区分 新規・継続 3－2－3 社会教育課文化学習係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 出張公民館事業 平成　23　年度　～　―　年度

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

実施４カ年
合　　　計(26年度)

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

平成２３年度より事業実施に向けて意向調査・調整等を行い、平成２５年度より実施している。

道 費 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

51,000

予算計上額 51,000

実　績　額

予算計上額 51,000

実　績　額 51,000

事業費予算の
内容

前年度同額 前年度同額

実　績　額 51,000

事 業 費 合 計 計　画　額 51,000

平成25年度新規
計上

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

前年度同額
前年度予算と

の比較
（増減理由）

執行残執行残 執行残 執行残

前年度同額 前年度同額前年度同額（支
出費目変更）

執行残

実績との比較
（増減理由）

増減なし 講座開催時の会
場借上料が必要
ないことによる
執行残

同額

前年度事業計画
なし

実　績　額

地 方 債 計　画　額

予算計上額



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 3 3 3 3 3 3 3 3

実績値 0 3 1 4 6 10 4

計画値 30 30 30 30 30 30 30 30

実績値 0 147 14 123 135 303 178

達成されていない あまり達成されていない ほぼ達成されている

上がっていない
あまり上がってい

ない
少し上がっている

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 大きな問題がある 普通である 普通である

自己分析： 自己分析：
事業のニーズ把
握などを実現可
能性を研究する
必要があったこ
とから、実施に
は至らなかっ
た。

自己分析：
新規事業として
取り組み、3講
座の実施となっ
た。一定の成果
を上げている。

判断理由：
事業の実施に向
けた検討期間も
含めた計画を策
定すべきであっ
た。

自己分析：
１講座が開催実
施となった。公
民館（講師）か
らの声かけ等で
実施に結びつい
ている。

自己分析：
４講座が開催実
施となった。講
座の内容に対す
る満足度は高
く、一定の成果
を上げている。

判断理由：
実施した団体で
は、おおむね好
評である。

自己分析：
６講座が開催実
施となった。講
座の内容に対す
る満足度は高
く、一定の成果
を上げている。

自己分析：
10講座が開催実
施となった。講
座の内容に対す
る満足度は高
く、一定の成果
を上げている。

自己分析：
４講座が開催実
施となった。講
座の内容に対す
る満足度は高
く、一定の成果
を上げている。

自己分析： 判断理由：
実施した団体で
は、おおむね好
評であり、ま
た、公民館グ
ループ・サーク
ルの学習成果を
地域還元する機
会となったた
め。

今後の方向性 手段の見直し 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：講座開催数 指標の求め方：年度内に開催した講座の数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：参加者数 指標の求め方：全参加者数

76

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/講座）

3

3

成果指標１
（単位/人　）

30

事業の効率性
(事業費に対する成果)

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
　市における高齢化の進行等の状況を鑑みると、公民館へ来場して
学習機会を持つことが困難な市民が多くなってきていることは、主
催事業への参加者数の減少や公民館グループ・サークル活動を休止
するサークルが出てきていることから明らかではある。このことか
ら、学習活動を始めるきっかけを作るためにも、本事業の実施が必
要であることから、実施に向け検討することとするため。

H28：
　事業実施初年度より３年を経過した。申し込み方法の簡便化や団
体への周知、公民館（講師）からの声かけに努める。福祉施設への
慰問希望があることから実施も可能とした。継続的な活動よりは、
体験活動機会の提供として実施を進めたい。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

H30：
　本事業は、継続的なグループ・サークルの活動ではなく、体験活動や見学の機会の提供として進めて
いく。平成２５年度より事業を開始し、福祉施設への慰問希望があることから、実施も可能としている
ところである。申し込み方法等、団体への周知に努めていく。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
3講座が開催実
施となった。1
講座について
は、定期的に活
動が継続されて
いる。



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

新規 建設・建設外 建設
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

1,696,000 1,696,000 0 0 1,696,000

1,696,000 1,696,000 0 0 1,696,000

1,680,000 1,680,000 0 0 1,680,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

2,988,000 10,629,000 13,617,000 439,328,000 8,782,000 467,869,000 2,181,000 24,731,000 14,930,000 7,295,000 49,137,000 530,623,000

2,988,000 0 25,800,000 28,788,000 539,807,000 8,610,000 568,176,000 2,181,000 19,994,000 15,965,000 7,304,000 45,444,000 642,408,000

2,781,240 11,942,385 24,465,000 39,188,625 534,695,439 8,104,883 561,052,322 2,268,114 19,882,800 15,121,737 37,272,651 637,513,598

4,684,000 10,629,000 0 15,313,000 439,328,000 8,782,000 467,869,000 2,181,000 24,731,000 14,930,000 7,295,000 49,137,000 532,319,000

4,684,000 0 25,800,000 30,484,000 539,807,000 8,610,000 568,176,000 2,181,000 19,994,000 15,965,000 7,304,000 45,444,000 644,104,000

4,461,240 11,942,385 24,465,000 40,868,625 534,695,439 8,104,883 561,052,322 2,268,114 19,882,800 15,121,737 0 37,272,651 639,193,598

改修事業等の内
容が異なること
による減少

事業費予算の
内容

改修事業等の内
容が異なること
による増加

改修事業等の内
容が異なること
による増加

図書館児童書架
改修工事、陶芸
窯更新、児童書
架備品

耐震改修等工事耐震改修等実施
設計委託（当
初）

図書館空調設備
改修（当初）

入札による減 入札による減３月
補正△129千円、
公民館キッズス
ペース備品９月補
正217千円

入札、見積もり合
わせによる減３月
補正△426千円、
図書館備品３月補
正315千円

入札減３月補正△
839千円他、見積
もり合わせによる
減、執行残。

実績との比較
（増減理由）

入札、見積もり
合わせによる減
3月補正
△87千円

パネルヒーター改
修箇所増分の増、
6月補正12,831千
円、3月補正△
1,017千円

入札による減 入札による減

改修事業等の内
容が異なること
による増加

改修事業等の内
容が異なること
による減少

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

18,252,000実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 19,759,000

入札による減
移動ステージ、オーブ
ンレンジ等６月補正
5,627千円パネルヒー
ター、擁壁等３月補正

1,608千円

実　績　額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

改修事業等の内
容が異なること
による減少

改修事業等の内
容が異なること
による減少

改修事業等の内
容が異なること
による増加

19,759,000

改修事業等の内
容が異なること
による減少

18,252,000

予算計上額

一 般 財 源 計　画　額 19,759,000

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

予算計上額

計　画　額

予算計上額

地 方 債 計　画　額

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

砂川市公民館、郷土資料室及び図書館 施設の機能に起因した事故や苦情がなくなる。

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

19,759,000

実　績　額

実施４カ年
合　　　計(26年度)

道 費

【公民館】…昭和56年10月14日完成、大規模改修については、昭和56年度排水管制水扉設置工事、昭和57年度水防対策設備工事、昭和59年度地下書庫改修工事、昭和60年度スピーカー取付工事、平成２年度オイル配管改修工事、平成４年度ボ
イラー補修工事、平成６年度屋上防水補修工事、内部改修工事、平成14年度放送設備改修工事、平成15年度温水ボイラー改修工事、平成19年度トイレ改修工事、平成21年度西側外壁塗装等工事を実施した
【図書館】…昭和58年２月１日完成、大規模な改修については、昭和62年度地下車庫シャッター取付工事、平成21年度西側外壁塗装等工事、平成22年度南側外壁等改修工事を実施した。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

事業性質区分 新規・継続 3－2－3 社会教育課文化学習係
図書館管理係

定期的に施設の状態を点検・記録し、施設本体、設備又は備品等の破損・劣化頻度を把握しつつ、長期的視点から最も
低廉な費用で計画的な改修・管理を行う。

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 公民館、郷土資料室及び図書館施設整備事業 　―　年度　～　―　年度

実　績　額

目的
(何のために実施する
のか）

公民館、郷土資料室及び図書館施設機能を維持することにより、市民一人ひとりの学習ニーズや地域課題の要請に応じ
た生涯学習の拠点機能を確保するため。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

パネルヒーター
改修（6月補
正）
網戸購入(当
初）

耐震診断委託
網戸購入
カーテン等修繕
消防設備改修

図書館ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ改
修工事・公民館避
難用垂直式救助袋
更新・公民館備
品・図書館備品

図書館屋上防水改
修工事・閉架書庫
移動式書架改修工
事、郷土資料室備
品、図書館備品

公民館ボイラー更
新工事、公民館備
品、郷土資料室備
品、図書館管理シ
ステム等購入

公民館放送設備改
修工事（当初）
公民館キッズス
ペース備品（９月
補正）



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 360 359 359 360 359 359 359 360 359

実績値 360 359 359 207 359 359 356 359

計画値 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績値 0 0 0 0 0 0 0 0

達成されている 達成されている 達成されている

変わらない 上がっている 上がっている

変わらない 少し上がっている 変わらない

総合評価 普通である 良好である 普通である

自己分析：
現在の施設が建
設以来30年を経
過し、施設の老
朽化に伴う破損
や故障が増えて
きている。

自己分析：
施設・設備の老
朽化に伴い、破
損や故障が増大
してきている。

自己分析：
施設・設備の老
朽化に伴い、破
損や故障が増え
ている。図書館
空調設備が改修
され、利用環境
が整えられた。

判断理由：
施設・設備の老
朽化・陳腐化が
進行しているこ
とから、現代的
な学習ニーズや
課題に十分対応
できる状態では
ないが、必要な
改修等は実施し
最低限の施設機
能の維持を図ら
れている。

自己分析：
耐震改修等工事
を行い、耐震、
老朽化した施
設・設備が整え
られた。公民館
閉館中のグルー
プ・サークルの
活動施設調節な
ど公民館が実施
し、継続して活
動された。

自己分析：
耐震改修等工事
の後も、公民館
施設の保守・設
備の維持は定期
的に行った。図
書館は児童書架
改修工事により
一定程度、利用
環境は整えられ
た。

判断理由：
耐震改修等工事
を行い、耐震、
老朽化した施
設・設備が整え
られたことか
ら、学習環境は
改善されてい
る。

自己分析：
耐震改修等工事
後、公民館施設
の保守・設備の
維持を定期的に
行っている。図
書館についても
保守・設備の維
持を定期的に行
い、利用環境
は、一定程度整
えられた。

自己分析：
耐震改修等工事
後、公民館施設
の保守・設備の
維持を定期的に
行っている。図
書館についても
保守・設備の維
持を定期的に行
い、利用環境
は、一定程度整
えられた。開館
日数の減につい
ては、平成30年
北海道胆振東部
地震により、避
難所が開設され
たことによるも
のである。

自己分析：
耐震改修等工事
後、公民館施設
の保守・設備の
維持を定期的に
行っている。図
書館についても
保守・設備の維
持を定期的に行
い、利用環境
は、一定程度整
えられた。

自己分析： 判断理由：
公民館は耐震改
修等工事を行
い、耐震、老朽
化した施設・設
備が整えられ、
また、計画的な
設備の修繕も行
われた。また、
郷土資料室、図
書館において
も、必要な改修
等を実施して最
低限の施設機能
の維持を図って
いることから、
学習環境は改善
されている。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

事業の効率性
(事業費に対する成果)

活動指標１
（単位/日　）

359

359

成果指標１
（単位/件　）

0

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

指
標

H30：
　公民館は耐震改修等工事を行ったことから大規模な改修・修繕は予定していないが、設備備品の更新
は必要であり、計画的に行っていく。
　また、郷土資料室内展示については、昭和56年の開設以来大規模な改修・修繕を行っていないことか
ら、全面的な改修を検討して行く。
　図書館についても、建設以来３０年以上経過していることことから、施設・設備の定期的な点検を行
いながら、計画的な大規模修繕が必要である。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
施設・設備の老
朽化に伴い、破
損や故障が増え
ている。耐震改
修等工事に向
け、実施設計を
行なった。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
　定期的に施設・設備の点検をしながら、必要となる改修・修繕箇
所の把握に努めているが、予想していない箇所の故障や破損が散見
されている。また、公民館の耐震強度が不足しているが改修の方向
性については検討中である。

H28：
　公民館耐震改修等工事を行ったことから大規模な改修・修繕は予
定していない。ただし、隣接する図書館が建設以来30年以上経過し
ていることから、施設・設備の点検をしながら、計画的な修繕の検
討が必要である。

0

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：施設機能に起因する使用不能件数 指標の求め方：年度内における施設機能が起因して使用できない件数をカウント

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：開館日数 指標の求め方：公民館の開館日数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) (31年度) (32年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,764,000 1,764,000 1,764,000 5,292,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,788,000 1,788,000 1,788,000 7,152,000 17,772,000

1,764,000 1,800,000 1,800,000 5,364,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,812,000 2,335,000 2,765,000 8,700,000 19,392,000

1,764,000 1,800,000 1,794,000 5,358,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,812,000 2,314,340 5,914,340 16,600,340

1,764,000 1,764,000 1,764,000 5,292,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,788,000 1,788,000 1,788,000 7,152,000 17,772,000

1,764,000 1,800,000 1,800,000 5,364,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,812,000 2,335,000 2,765,000 8,700,000 19,392,000

1,764,000 1,800,000 1,794,000 5,358,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,812,000 2,314,340 0 5,914,340 16,600,340

司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬及び
期末手当

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

目的
(何のために実施する
のか）

通常の開館時間（10：00～18：00）に図書館の利用が困難な市民に対して、図書館の開館時間を延長する日を設け、市
民の利便性向上に繋げる。

毎週水曜日及び金曜日（祝日を除く）の開館時間を20：00まで2時間延長。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

通常の開館時間に図書館の利用が困難な市民。
開館時間を延長することにより、その時間帯における来館者・貸出が増加し、図書館の利用機会の拡大を図ることがで
きる。

事業性質区分 新規・継続 3－2－3 図書館管理係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 図書館開館時間延長事業 平成　8　年度　～　―　年度

予算計上額

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

実施４カ年
合　　　計(26年度)

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

平成８年度より、生涯学習社会の到来を迎え、市民に親しまれ利用しやすい施設づくりの一環として市民の学習意欲に応える様、一律午前10時から午後６時までだった開館時間を水・金の週２日間、午後８時までの開館に変更した。

道 費 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

1,776,000

予算計上額 1,776,000

実　績　額

予算計上額 1,776,000

実　績　額 1,776,000

事業費予算の
内容

司書報酬

司書報酬の増額 司書報酬の時間
数増による増額

実　績　額 1,776,000

事 業 費 合 計 計　画　額 1,776,000

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

司書報酬の増額 司書報酬の増及
び期末手当支給
による増額

勤務日数減（病
欠）による減額

同額 同額 同額

前年度同額 前年度同額
前年度予算と

の比較
（増減理由）

前年度同額 前年度同額 司書報酬交通費
の減額

同額

実績との比較
（増減理由）

同額 司書報酬の増額 司書報酬交通費
の減額

同額

司書報酬の増額

実　績　額

地 方 債 計　画　額



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 97 99 96 98 98 98 96 97 98

実績値 97 94 93 96 91 91 96 94

計画値 1,079 1,086 1,092 1,103 1,107 1,112 1,116 1,119 1,122

実績値 3,382 3,413 3,939 2,395 2,158 2,892 2,658 2,524

ほぼ達成されている ほぼ達成されている ほぼ達成されている

上がっている
あまり上がってい

ない
あまり上がってい

ない

変わらない 変わらない
あまり上がってい

ない

総合評価 良好である 普通である 普通である

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る。1回あたり
の貸出冊数を5
冊から10冊に増
やしている。

判断理由：
開館時館延長日
における平成23
年度実績と比較
すると平成24年
度の１日当たり
の来館者は減少
しているが、貸
出冊数は増加し
ており、入館者
１人当たりの貸
出冊数を比較す
ると4.1冊から
4.4冊と増加し
ている。

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る。※7～11月
の公民館耐震改
修等工事で公民
館が休館。

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る。※児童書架
改修工事により
8月30日～9月15
日まで図書館休
館、9月16日～9
月30日まで児童
書の貸出休止。

判断理由：
開館時間延長日
における平成26
年度実績と比較
すると平成27年
度の貸出は減少
している。7～
11月の公民館耐
震改修等工事の
影響があったと
思われる。

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
夜間開館時に市
民に貸出した冊
数計画値を上
回っている。平
成8年度より事
業を開始し、市
民に定着してい
る。

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
夜間開館時に市
民に貸出した冊
数計画値を上
回っている。平
成8年度より事
業を開始し、市
民に定着してい
る。

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
夜間開館時に市
民に貸出した冊
数計画値を上
回っているが、
夜間開館時に貸
出した冊数は前
年度より減少し
ている

自己分析： 判断理由：
開館時間延長日
における平成29
年度実績と比較
すると平成30年
の貸出は減少し
ている。だが、
計画値から見る
と上回ってお
り、事業が市民
に定着してきて
いる。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：夜間開館実施日数 指標の求め方：年度内に夜間開館を実施した日数をカウント

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：夜間開館時市民貸出冊数 指標の求め方：夜間開館時に市民に貸出した冊数

4,052

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/日　）

99

97

成果指標１
（単位/冊　）

1,097

事業の効率性
(事業費に対する成果)

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
　事業が利用者に対して認知されてきていることから当面は事業を
継続したいという方針ではあるが、一部に事業の拡大を望む声もあ
ることから、事業実績の動向に注視しつつ、地域の就業時間帯や図
書館の置かれている環境などを総合的に勘案する必要はある。

H28：
　事業が利用者に対して認知されてきていることから当面は事業を
継続していく。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

H30：
　事業が利用者に対して認知されてきていることから当面は事業を継続していく。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る。1回あたり
の貸出冊数を5
冊から10冊に増
やしている。



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) (31年度) (32年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 325,000 1,000,000 1,000,000 2,325,000 2,325,000

0 0 324,918 998,294 1,323,212 1,323,212

4,546,000 4,546,000 4,546,000 13,638,000 4,559,000 4,559,000 13,652,000 4,559,000 4,559,000 4,559,000 4,559,000 18,236,000 45,526,000

4,529,000 4,516,000 4,528,000 13,573,000 4,544,000 4,535,000 13,613,000 4,547,000 4,533,000 4,543,000 4,546,000 18,169,000 45,355,000

4,489,765 4,513,957 4,531,511 13,535,233 4,538,658 4,527,602 13,596,847 4,533,327 4,527,377 4,545,635 13,606,339 40,738,419

4,546,000 4,546,000 4,546,000 13,638,000 4,559,000 4,559,000 13,652,000 4,559,000 4,559,000 4,559,000 4,559,000 18,236,000 45,526,000

4,529,000 4,516,000 4,528,000 13,573,000 4,544,000 4,535,000 13,613,000 4,547,000 4,858,000 5,543,000 5,546,000 20,494,000 47,680,000

4,489,765 4,513,957 4,531,511 13,535,233 4,538,658 4,527,602 13,596,847 4,533,327 4,852,295 5,543,929 0 14,929,551 42,061,631

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

購入予定雑誌等
の変更による増

事業費予算の
内容

消費税増税分の
増

購入予定雑誌等
の変更による減

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

不定期刊行雑誌
の刊行回数が少
なかったため

不定期刊行雑誌
の刊行回数が少
なかったため

寄付金による増 寄付金、購入雑
誌等の刊行時の
単価変動による
増

実績との比較
（増減理由）

不定期刊行雑誌
の刊行回数が少
なかったため

不定期刊行雑誌
の刊行回数が少
なかったため

購入雑誌等の刊
行時の単価変動
による増

購入雑誌等の刊
行時の単価変動
による増

購入予定雑誌等
の変更による減

寄付金による増 購入雑誌単価変
動による増

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

4,530,587実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 4,534,000

不定期刊行雑誌
の刊行回数が少
なかったため

実　績　額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

購入予定雑誌等
の変更による減

購入予定雑誌等
の変更による減

購入予定雑誌等
の変更による増

4,534,000

購入予定雑誌等
の変更による減

4,530,587

予算計上額

一 般 財 源 計　画　額 4,534,000

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

予算計上額

計　画　額

予算計上額

地 方 債 計　画　額

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民一般、団体
より多くの市民に利活用されるようにすることにより、市民の教養の向上や地域課題の解決に繋がる糸口が見いだされ
る。

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

4,534,000

実　績　額

実施４カ年
合　　　計(26年度)

道 費

昭和57年度の図書館の開館と同時に事業を開始。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

事業性質区分 新規・継続 3－2－3 図書館管理係

利用者ニーズや図書の発刊の状況、蔵書の構成や図書の利用状況を見据え、計画的に図書等を整備し、適正に整理・保
存できるようにしたうえ、これらに関して分かりやすく案内・提供するとともに、利用者等からの相談に応じる。

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 図書充実事業 昭和　58　年度　～　―　年度

実　績　額

目的
(何のために実施する
のか）

図書等の必要な資料を適切に収集、整理、保存しながら市民に供し、教養、調査研究等市民の自主的学習を支援する。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 72,000 72,000 72,000 72,000 72,000 72,000 72,000 72,000 72,000

実績値 72,263 67,477 75,496 67,133 66,172 66,502 63,794 63,592

計画値 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績値 0 0 0 0 0 0 0 0

あまり達成されていない あまり達成されていない あまり達成されていない

少し上がっている 少し上がっている 変わらない

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 普通である 普通である 普通である

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
は最大限配慮し
た事業の推進を
行っている。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
は最大限配慮し
た事業の推進を
行っている。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
は最大限配慮し
た事業の推進を
行っている。1
回あたりの貸出
冊数を5冊から
10冊に増やして
いる。

判断理由：
前年度の１日当
たりの貸出冊数
は256.3冊で
5.3％程度減少
しているが、入
館者一人当たり
の貸出冊数は昨
年並みで、入館
者に対しての
ニーズはある程
度満たしてい
る。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
は最大限配慮し
た事業の推進を
行っている。※
7～11月の公民
館耐震改修等工
事で公民館が休
館。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
最大限配慮した
事業の推進を
行っている。※
児童書架改修工
事により8月30
日～9月15日ま
で図書館休館、
9月16日～9月30
日まで児童書の
貸出休止。

判断理由：
平成27年度の1
日当たりの貸出
冊数は239.7冊
で、10.2％程度
減少している
が、7～11月の
公民館耐震改修
等工事で公民館
が休館したこと
が影響したと思
われる。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
最大限配慮した
事業の推進を
行っているが、
１年度間の貸出
冊数は計画値を
下回っている。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
最大限配慮した
事業の推進を
行っているが、
１年度間の貸出
冊数は計画値を
下回っている。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
最大限配慮した
事業の推進を
行っており、年
間貸出冊数は前
年度と比べて
0.3%減のほぼ横
ばいとなってい
るが、１年度間
の貸出冊数の計
画値は下回って
いる。

自己分析： 判断理由：
平成30年度の1
日当たりの貸出
冊数は231.9冊
で4.0％程度減
少しているが、
入館一人当たり
の貸出冊数は昨
年並みで、入館
者に対しての
ニーズはある程
度満たしてい
る。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

事業の効率性
(事業費に対する成果)

活動指標１
（単位/冊　）

72,000

74,971

成果指標１
（単位/件　）

0

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

指
標

H30：
　読書ニーズや地域課題を把握し、市民にとって利用しやすい読書環境を整えていく。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
は最大限配慮し
た事業の推進を
行っている。1
回あたりの貸出
冊数を5冊から
10冊に増やして
いる。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
　読書ニーズや地域課題を把握し、市民にとって利用価値が高まる
取組を進めている。

H28：
　読書ニーズや地域課題を把握し、市民にとって利用しやすい読書
環境を整えていく。

0

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：図書館業務に対する苦情件数 指標の求め方：１年度間に寄せられる苦情件数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：年間貸出冊数 指標の求め方：１年度間の貸出冊数


